
『その子のめあてと私のめあて ver.2.0』 説明書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○教師自身のチェックリスト・「気になる子ども」の記述シートへ記入します。 

○グループで提案者と司会兼タイムキーパーを決めます。 

○提案者・司会兼タイムキーパー以外の人で、進行表下部の〖Ａ〗〖Ｂ〗を切り離し、それぞ

れ 1枚ずつを全員に配ります。「個人シート」を 1枚ずつ配ります。 

○司会兼タイムキーパーは、下の「司会進行のポイント」を読んで、進行の準備をします。 

○このワークでは、意見や方針がきちんと言葉にされる以上に、作業を通じて、各自が自分の

日常を振り返り気づきを得ていくことが大切です。 

○各パートの時間は大まかな目安なので、取り組みの様子に応じて進行してください（例：カード

への書き込みの際に、各自の思いが言葉になるのを待つような姿勢で進める）。 

○「個人シート」は各自が持って帰ります。取り扱いには注意をしましょう。 

○カード共有台紙に各自の〖Ａ〗〖Ｂ〗カードを貼り付け、提案者が持って帰ります。 

準備 

終了後 

 司会進行の 

ポイント 

進め方 

○準備ができたら、司会兼タイムキーパーが[心得]を読み上げます。 

 [心得] 

・このワークでは、提案者の気になる子について、カードを使って一緒に振り返りながら、その

子のめあてを考えます。また、それぞれがどうかかわりたいかを考えます。 

・各自の考えに正解はなく、話し合いでは様々な意見を聞いて、視野を広げることが目的で

す。いい意見・悪い意見という見方にならないように気をつけましょう。 

・「個人シート」のメモ欄には自由にメモをできます。ただし、個人シートは各自が持ち帰るの

で、個人情報の取り扱いには注意しましょう。 

○「個人シート」に従って進めていきます。初めに司会が【ねらい】を読み上げ、STEPⅠから順

に進めていきます。 
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にかかわりたい、と思う 



『その子のめあてと私のめあて ver.2.0』個人シート  〔４名／４０分〕 

【ねらい】 

自分の経験にてらして、提案者の思いや困りに思いをはせる。 

1つの原因にこだわらず、様々な面から子どもをとらえる。 

 

STEPⅠ これまでのわかちあい（２０分） 

Ⅰ-１その子のこれまでをわかちあう（１２分）  →   

【提案者】記述シートの『印象的なエピソード』までを共有する。（７分） 

【参加者】その子について質問して理解を深める。（５分） 

☆その子についてメモしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ-２ 思いによりそう（８分）    →    

【参加者】 Ⅰ－1と似た困った状況について発表する。（２分ずつ） 

     ☆チェックリストや記述シートをしていた時の気持ちを思い出して、発表してみましょう。 

      例：「私の気になる子も、友達と…」「私も、子どもの秘密をきいて…」 

【提案者】あらためて困ったことや気になることを発表する。（２分） 

 ☆提案者の困った（気になる）ことは… 

 

 

 

STEPⅡ 『どうなってくれるといいな』（２０分） 

Ⅱ－１ 子どものめあてを分かちあう（１０分）   →   → 

【参加者】〖Ａ〗にその子が『どうなってくれるといいな』と思うか書く。（２分） 

【参加者】順番に〖Ａ〗を共有台紙に出して説明する。（１分ずつ） 

☆その子について、自分がどう感じるか率直に言葉にしてみましょう。 

【提案者】発表を聞いて『どうなってくれるといいな』と思うか〖Ａ〗に書いて出す。（１分） 

【全員】それぞれの意見を分かちあう。（４分） 

Ⅱ－２ この先のかかわりを思いえがく（１０分） 

【全員】〖Ｂ〗にその子に『どうかかわりたいか』を書いて、共有台紙で分かちあう。（８分） 

☆「信頼関係を築きたい」などの目標でも構いません。提案者とその子との関係で想像するか、

普段の自分の立場で考えてみましょう。 

【全員】一言ずつ、子どもと自分のかかわりで気付いたことや STEPⅠ，Ⅱの感想を発表する。（２分） 

 

… 提案者 
 
 
 

… 参加者 
 
 
 

… 全員 

 



『その子のめあてと私のめあて』 カード共有台紙 

 ☆ワーク終了後は各カードを貼り付けて、台紙ごと提案者に渡します。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カード〖A〗子どものめあて（個人シート④、⑤） カード〖B〗この先のかかわり（個人シート⑥） 

・このワークでは、提案者の気になる子について、カードを使って一緒に振り返りながら、その

子のめあてと、それぞれがどうかかわりたいかを考えます。 

・それぞれの考えに正解はありません。様々な意見を聞いて、視野を広げることが目的です。 

・メモ欄には自由にメモをできますが、個人情報の取り扱いに注意しましょう。 

心

得 



＜解説版＞『その子のめあてと私のめあて ver.2.0』個人シート  〔４名／４０分〕 

【ねらい】 

自分の経験にてらして、提案者の思いや困りに思いをはせる。 

1つの原因にこだわらず、様々な面から子どもをとらえる。 

 

STEPⅠ これまでのわかちあい（２０分） 

Ⅰ-１その子のこれまでをわかちあう（１２分）  →   

【提案者】記述シートの『印象的なエピソード』までを共有する。（７分） 

【参加者】その子について質問して理解を深める。（５分） 

☆その子についてメモしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ-２ 思いによりそう（８分）    →    

【参加者】 Ⅰ－1と似た困った状況について発表する。（２分ずつ） 

     ☆チェックリストや記述シートをしていた時の気持ちを思い出して、発表してみましょう。 

      例：「私の気になる子も、友達と…」「私も、子どもの秘密をきいて…」 

【提案者】あらためて困ったことや気になることを発表する。（２分） 

 ☆提案者の困った（気になる）ことは… 

 

 

 

STEPⅡ 『どうなってくれるといいな』（２０分） 

Ⅱ－１ 子どものめあてを分かちあう（１０分）   →   → 

【参加者】〖Ａ〗にその子が『どうなってくれるといいな』と思うか書く。（２分） 

【参加者】順番に〖Ａ〗を共有台紙に出して説明する。（１分ずつ） 

☆その子について、自分がどう感じるか率直に言葉にしてみましょう。 

【提案者】発表を聞いて『どうなってくれるといいな』と思うか〖Ａ〗に書いて出す。（１分） 

【全員】それぞれの意見を分かちあう。（４分） 

Ⅱ－２ この先のかかわりを思いえがく（１０分） 

【全員】〖Ｂ〗にその子に『どうかかわりたいか』を書いて、共有台紙で分かちあう。（８分） 

☆「信頼関係を築きたい」などの目標でも構いません。提案者とその子との関係で想像するか、

普段の自分の立場で考えてみましょう。 

【全員】一言ずつ、子どもと自分のかかわりで気付いたことや STEPⅠ，Ⅱの感想を発表する。（２分） 

 

… 提案者 
 
 
 

… 参加者 
 
 
 

… 全員 

 

 

STEPⅠ これまでのわかちあい（２０分） 

Ⅰ-１その子のこれまでをわかちあう（１２分）  →   

【提案者】記述シートの『印象的なエピソード』までを共有する。（７分） 

【参加者】その子について質問して理解を深める。（５分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ-２ 思いによりそう（８分）    →    

【参加者】 Ⅰ－1と似た困った状況について発表する。（２分ずつ） 

     ☆チェックリストや記述シートをしていた時の気持ちを思い出して、発表してみましょう。 

      例：「私の気になる子も、友達と…」「私も、子どもの秘密をきいて…」 

【提案者】あらためて困ったことや気になることを発表する。（２分） 

 

 

 

 

STEPⅡ 『どうなってくれるといいな』（２０分） 

Ⅱ－１ 子どものめあてを分かちあう（１０分）   →   → 

【参加者】〖Ａ〗にその子が『どうなってくれるといいな』と思うか書く。（２分） 

【参加者】順番に〖Ａ〗を共有台紙に出して説明する。（１分ずつ） 

☆その子について、自分がどう感じるか率直に言葉にしてみましょう。 

【提案者】発表を聞いて『どうなってくれるといいな』と思うか〖Ａ〗に書いて出す。（１分） 

【全員】それぞれの意見を分かちあう。（４分） 

Ⅱ－２ この先のかかわりを思いえがく（１０分） 

【全員】〖Ｂ〗にその子に『どうかかわりたいか』を書いて、共有台紙で分かちあう。（８分） 

☆「信頼関係を築きたい」などの目標でも構いません。提案者とその子との関係で想像するか、

普段の自分の立場で考えてみましょう。 

【全員】一言ずつ、子どもと自分のかかわりで気付いたことや STEPⅠ，Ⅱの感想を発表する。（２分） 

 

 

… 提案者 
 
 
 

… 参加者 
 
 
 

… 全員 

 

☆その子についてメモしましょう。 

☆提案者の困った（気になる）ことは… 

その子の理解を深めて、その子に対するイメージをあたためるための時間です。 

 グループのメンバーは、自らの経験や感覚に照らしたり、その子と関わる提案 

者の姿に想像を巡らしたりして、提案者の思いに共感しながら聴いてみましょう。 

グループワークでは、その子の情報をくまなく把握することより、提案者を通

じた子ども理解の共有を大切にしました。 

提案される内容について、自分がこれまでかかわってきた子どもを浮かべながら、

様々に思いえがく姿勢は、グループに一緒に考えるための土台を作ります。 

また提案者は、その子について今回のワークでつかみきれなかったことを、 

これから知りたいこととして注目しておきましょう。 

その子の今の課題を確認し、今後の可能性を見出す時間です。さらに、その子

の成長のために自分ができるかかわりについて考えます。その子の現状からかけ

離れた目標とならないように注意しましょう。また、自分と違う意見も受け止め

ながら、その子とのかかわりの可能性を広げてみましょう。 

『どうなってくれるといいな』にはメンバーそれぞれの視点が現れます。 

何かが原因とか、だれかの意見が正解というのではない、それぞれの感覚が活きた

視点からの子ども理解に触れるうちに、自分の視野が広がり、子ども理解が深まった

のではないでしょうか。また今回の話し合いに活かしきれなかった感覚も、 

いずれ新たな気づきに至る種として、大切に温めておきましょう。 


